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1．環境経営方針 

 

 

1.1 基本理念 

 

当社は企業活動による地域環境への影響を最小限にとどめ、公害を無くし、周辺地域の生活環境

を損なわないよう、環境整備の継続的改善と公害防止に努めます。 

 

1.2 行動指針 

 

当社は、基本理念の実現に向け、採石・骨材の製造、販売、廃棄物収集運搬、改良土事業、産業廃

棄物・一般廃棄物中間処理業等の事業活動のなかで環境保全に配慮して行動すること、及び企業の社

会的責任を果たすことを経営の重要課題の一つとしてとらえ、次の行動指針を定めます。 

 

１． 事業に伴う環境負荷を低減し、環境への影響を最小限にとどめるため、次の取組を行います。 

1） 重機、車両から排出される二酸化炭素の低減 

2） 使用電力の低減 

3） 水使用量の低減 

4） 廃棄物の低減 

5） 環境に配慮した製品の生産（とちの環エコ認定の維持） 

6） 地域貢献活動の推進 

7） PRTR法対象物質の適正管理 

２． エコアクション 21の取組により、環境への取組の継続的な改善を図ります。 

３． 事業活動において適用される環境法規制等を遵守します。 

４． 周辺地域の生活環境を損なわないよう公害防止に努めます。 

５． 環境経営を通じて、SDGsの目標達成に向けた活動を積極的に行います。 

６． 環境教育・訓練の実施により、環境保全に関する意識を高め、全社一丸の活動を目指します。 

７． 環境経営方針は公開します。 

 

 

令和３年６月１日(改定－１０) 

栃木県佐野市黒袴町 1111番地 1 

株式会社 祥和コーポレーション 

代表取締役 田村 孝男 
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2．事業活動の概要・会社概要 

 

 エコアクション 21の活動は、全組織・全従業員を対象に活動を行う。 

 

2.1 事業者名・代表者名 

  株式会社 祥和コーポレーション 

   代表取締役 田村 孝男 

 

2.2 対象事業所 

事業所 所在地及び連絡先 担当者名 

埼京改良土センター 

〒352-0011 

埼玉県新座市野火止 3丁目 2番地 33 

電話：048-480-3101 FAX：480-3105 

古 田  健 

さいたま営業所 

〒336-0976 

埼玉県さいたま市緑区寺山 303番地 1 

電話：048-812-2939 FAX：812-2940 

小堀 泉子 

栃木工場 

〒328-0203 

栃木県栃木市尻内町萱落 1655番 

電話：0282-31-1231 FAX：31-2201 

山中 智明 

佐野リサイクルセンター 

〒327-0813 

栃木県佐野市黒袴町 1125番地 1 

電話：0283-27-0722 FAX：27-0732 

岡野 聡史 

業務センター 

〒327-0816 

栃木県佐野市栄町 13番地 2 

電話：0283-20-1111 FAX：20-1222 

嶋田 雅哉 

下津原給油所 

〒329-4308 

栃木県栃木市岩舟町下津原 1196番地 2 

電話：0282-54-1122 FAX：55-3773 

高 岩  博 

みかもヘリポート 

〒327-0811 

栃木県佐野市関川町字八幡 399番地 1 

電話：0283-22-8151 FAX：22-8153 

山田 義博 

 

2.3 環境管理責任者・担当者および連絡先 

   環境管理責任者 横塚 暦 

   連絡先 電話：0283－20－1111 Fax：0283－20－1222 E-mail：yokozuka@showa-corp.co.jp 

 

 

mailto:yokozuka@showa-corp.co.jp
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2.4 事業内容 

1. 砕石の採取・生産・販売 

2. 産業廃棄物の収集運搬（積替え保管含む） 

3. 産業廃棄物・一般廃棄物の受入・処分 

4. 産業廃棄物 RC骨材・木材チップの生産・販売 

5. 燃え殻・ばいじん造粒固化・販売 

6. 建設発生土受入・処分 

7. 土質改良土生産・販売 

8. 石油・油脂類の販売 

 

2.5 各製品料金及び廃棄物処理料金 

骨材単価：450円/ton～1,900円/ton 

RC骨材製品：500 円/ton～800円/ton 

木材チップ単価：5円/kg～10円/kg 

廃木材処理料金：15円/kg～40円/kg 

がれき類処理料金：1,000円/ton～10,000 円/ton 

ガラス・陶磁器類処理料金：10,000円/ton～15,000円/ton 

鉱さい類処理料金：10,000円/ton～20,000 円/ton 

燃え殻・ばいじん処理料金：18,000円/ton～20,000円/ton 

造粒固化製品：1,000円/ton～1,200円/ton 

 

※上記料金は全て工場渡し価格です。（運賃は別途料金） 

各料金につきましては、種類、量により計算致します。 

なお、無料にてお見積もり致しますので前頁の各担当者までご連絡下さい。 
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3．組織 

 

3.1 環境経営組織図 

令和 3年 4月 1日（改定―10） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エコアクション 21推進事務局 

代表取締役 

田村 孝男 

環境管理責任者 

横塚 暦 

業務センター 

（みかもﾍﾘﾎﾟｰﾄ・下津原給油所） 

さいたま

営業所 

栃木工場 佐野 

ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 

埼京改良土 

センター 

私たちは、現在及び将来も地域住民の健康で文化的な生活を確保するために、 

事業者の責務として、事業活動に伴って生ずる公害を防止し、 

自然環境を適切に保全するために 

「地球にやさしい環境をめざして！」を 

テーマに環境活動することを 

お約束します。 
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4．事業の規模 

 

  

 ■全 社 

    人数：87人 

設立年月日 平成４年２月３日 

資 本 金 3,000万円 

売 上 高 
令和 2 年 6 月 1 日～令和 3 年 5 月 31 日 令和 3 年 6 月 1 日～令和 4 年 5 月 31 日 

5,338百万円 5,406百万円 

 

 

  ■埼京改良土センター 

 人数：4人 

 面積：4,300㎡ 

活動規模 単位 
令和 2年 6月 1日～ 

令和 3年 5月 31日 

令和 3年 6月 1日～ 

令和 4年 5月 31日 

砕石販売量 ｔ 13,810  11,055  

土質改良土生産・販売 ｔ 13,760  13,122  

施
設 

土質改良プラント 建設発生土 生産能力：480t/日 

製品置場 粒状改良土、石灰改良土 350㎡ 

使用重機 ﾎｲﾙﾛｰﾀﾞｰ 1台､油圧ｼｮﾍﾞﾙ 1台 

 

 

  ■さいたま営業所 

 人数：23人 

 面積：15,355㎡ 

活動規模 単位 
令和 2年 6月 1日～ 

令和 3年 5月 31日 

令和 3年 6月 1日～ 

令和 4年 5月 31日 

砕石販売量 ｔ 299  53,644  

産業廃棄物収集運搬量 ｔ 74,112  91,919  

施 

設 

積替保管許可品名 木くず、ｶﾞﾗｽくず・ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、がれき類、鉱さい 

保管面積・高さ 7,337㎥（2,780 ㎡） 最大保管高さ：3.0ｍ(屋外) 

収集運搬車両 トラクタ（ﾄﾚｰﾗｰﾍｯﾄﾞ）11台 ダンプ 4台 ダンプセミトレーラ 11台  

製品置場 砕石骨材、RC骨材 3,276㎡ 

使用重機 ﾎｲﾙﾛｰﾀﾞｰ２台､油圧ｼｮﾍﾞﾙ３台､ﾌｫｰｸﾘﾌﾄ１台 

    ※産業廃棄物の収集運搬量には、積み替え保管量を含みます。 
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  ■栃木工場 

 人数：21人 

面積：530,815㎡ 

活動規模 単位 
令和 2年 6月 1日～ 

令和 3年 5月 31日 

令和 3年 6月 1日～ 

令和 4年 5月 31日 

砕石生産・販売量 ｔ 802,105  725,445  

産業廃棄物受入量 ｔ 52,844  60,373  

採取可能数量 ｔ 6,688,249  6,688,249  

施 

設 

砕石プラント 道路用骨材、ｺﾝｸﾘｰﾄ用骨材、単粒度骨材  生産能力：500ｔ/時 

No.1RCプラント ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器くず、鉱さい、がれき類  生産能力：215ｔ/時 

No.2RCプラント ボード、外壁材、瓦、その他がれき類 生産能力：54ｔ/時 

第 3 プラント 

QJ340 

道路用骨材､ 単粒度骨材 生産能力：250ｔ/時 

移 動 式 ｸ ﾗ ｯ ｼ ｬ ｰ

QJ240 

道路用骨材､ 単粒度骨材 生産能力：225ｔ/時 

受入保管施設 産業廃棄物 510 ㎡ 

使用重機 ﾌﾞﾙﾄﾞｰｻﾞｰ２台､ﾎｲﾙﾛｰﾀﾞｰ４台､油圧ｼｮﾍﾞﾙ７台、重ﾀﾞﾝﾌﾟﾄﾗｯｸ３台 

 

 

  ■佐野リサイクルセンター 

 人数： 8人 

 面積：11,000㎡ 

活動規模 単位 
令和 2年 6月 1日～ 

令和 3年 5月 31日 

令和 3年 6月 1日～ 

令和 4年 5月 31日 

木くず産業廃棄物受入量 ｔ 12,380  11,151  

木くず一般廃棄物受入量 ｔ 531  461  

燃え殻・ばいじん 

産業廃棄物受入量 
ｔ 30,490  35,427  

木材チップ生産・販売量 ｔ 12,911  11,612  

造粒固化生産・販売量 ｔ 43,593  33,754  

施 

設 

木材リサイクラー 燃料チップ、パーティクルチップ 生産能力：35ｔ/時 

木くず受入保管施設 産業廃棄物、一般廃棄物 280㎡ 

木くず製品保管施設 燃料チップ、パーティクルチップ 各 100㎡ 

ペレガイア 燃え殻・ばいじん 生産能力 6.6ｔ/時×2機 

燃え殻・ばいじん受入保管施設 産業廃棄物 481.2㎡ 

燃え殻・ばいじん製品保管施設 造粒固化品 649 ㎡ 

使用重機 ﾎｲﾙﾛｰﾀﾞｰ２台、油圧ｼｮﾍﾞﾙ３台 
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  ■業務センター 

 人数：31人 

 面積：3,200㎡ 

活動規模 単位 
令和 2年 6月 1日～ 

令和 3年 5月 31日 

令和 3年 6月 1日～ 

令和 4年 5月 31日 

石油類販売量 kℓ 10,722  11,208  

施
設 

スタンド給油口 ガソリン２ヶ所、軽油３ヶ所、灯油１ヶ所 

配達ローリー車 ８kℓ １台、５kℓ ２台、４kℓ ２台、３kℓ １台、0.4 kℓ １台 

 

              栃木工場 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

                                佐野リサイクルセンター 

 

 

 

 

 

 

 

                                 

 

                                 

         さいたま営業所 
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5．処理工程図 

 

 

5.1 処理工程図(フロー図) 

 

 

        

 

  

佐野リサイクルセンター にて受入れ 栃木工場 にて受入れ 

燃え殻、ばいじん がれき類、ガラスくず・コンクリートく

ず及び陶磁器くず、鉱さい 

現品目視確認 

搬入量計量 

造粒固化 破砕 

不純物除去 

建屋 

現品目視確認 

搬入量計量 

廃材保管施設 

 

分別一時保管 

破砕 

不純物除去 

粗破砕 

再生路盤材 

造粒固化品 木材チップ 

建屋 

木くず 
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6．許認可の内容 

 

6.1 収集運搬業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

6.2 産業廃棄物処分業 

 

6.3 一般廃棄物処分業 

許可番号 許可・有効年月日 
事業の区分 

佐野市指令ク推第 220 号 令和 42年 7月 1 日 ～ 令和 06年 06 月 30 日 

佐野リサイクルセンター 一般廃棄物の種類 木くず 中間処理(破砕) 

 

6.4 採石業 

栃木工場 
採取計画認可番号 認可期間 採取場面積 採取予定数量 

栃木県指令工第 93-1 号 令和 4 年 5 月 29 日～令和 9年 5 月 28 日 613,481㎡ 40,106,407ｔ 

 

 

 

 

 

許可番号 許可・有効年月日 
業種の種別 

栃木県第 00920110459 号 平成 29年 08 月 16 日 ～ 令和 06年 08 月 15 日 

栃木工場 廃棄物の種類 
ｶﾞﾗｽくず、ｺﾝｸﾘｰﾄくず及び陶磁器

くず、がれき類、鉱さい 
破 砕 

佐野リサイクルセンター 廃棄物の種類 木くず、燃え殻、ばいじん 破 砕､ 造粒固化 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆：優良産廃処理業者認定  Hg：水銀使用製品産業廃棄物を含む/燃え殻・鉱さい・ばいじん（ダスト類）のみ 水銀含有ばいじん等を含む（新潟県は除く） ◇：石綿含有産業廃棄物を含む 

優

良

認

定 

都道府県 

・ 

政令市 

許可番号 許可年月日 許可期限年月日 

燃
え
殻 

汚
泥 

廃
油 

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類 

紙
く
ず 

木
く
ず 

繊
維
く
ず 

ゴ
ム
く
ず 

金
属
く
ず 

ガ
ラ
ス
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
・ 

陶
磁
器
く
ず 

鉱
さ
い 

が
れ
き
類 

ば
い
じ
ん
（
ダ
ス
ト
類
） 

政
令
第
２
条
第
13

号
廃
棄
物 

（
処
分
す
る
た
め
に
処
理
し
た
も
の
）  産業廃棄物収集運搬業 

優 栃木県 00900110459 令和 05 年 05 月 28 日 令和 12 年 05 月 27 日 〇 ○Hg  〇 ◇Hg  〇 〇 〇 〇 ○Hg  ◇Hg  〇 ◇ 〇 〇 

優 千葉県 01200110459 平成 28 年 07 月 07 日 令和 05 年 07 月 06 日 〇 ○Hg  〇 ◇Hg  〇 〇 〇 〇 ○Hg  ◇Hg  〇 ◇ 〇 ― 

優 埼玉県 01101110459 平成 30 年 01 月 16 日 令和 05 年 06 月 09 日 〇 〇 〇 ◇Hg  〇 〇 〇 〇 ○Hg  ◇Hg  〇 ◇ 〇 ― 

優 さいたま市 10110110459 
平成 30 年 01 月 24 日 令和 06 年 01 月 05 日 ― 〇 〇 ◇Hg  〇 〇 〇 〇 ○Hg  ◇Hg  〇 ◇ ― ― 

積替え保管 ― ― ― ― ― 〇 ― ― ― 〇 〇 〇 ― ― 

優 群馬県 01000110459 平成 30 年 06 月 30 日 令和 07 年 06 月 29 日 〇 ○Hg  〇 ◇Hg  〇 〇 〇 〇 ○Hg  ◇Hg  〇 ◇ 〇 ― 

優 茨城県 00801110459 平成 30 年 02 月 07 日 令和 05 年 11 月 10 日 〇 ○Hg  〇 ◇Hg  〇 〇 〇 〇 ○Hg  ◇Hg  〇 ◇ 〇 ― 

優 東京都 1300110459 平成 28 年 06 月 07 日 令和 05 年 06 月 06 日 ○Hg  ○Hg  〇 ◇Hg  〇 〇 〇 〇 ○Hg  ◇Hg  〇 ◇ ○Hg  ― 

優 神奈川県 01400110459 令和 03 年 10 月 11 日 令和 10 年 09 月 07 日 ○Hg  ○Hg  ○Hg  ◇Hg  〇 〇 〇 ○Hg  ○Hg  ◇Hg  ○Hg  ◇ ○Hg  ― 

優 新潟県 01509110459 平成 29 年 11 月 27 日 令和 06 年 11 月 21 日 ○Hg  ○Hg  ○Hg  ◇ 〇 〇 〇 ○Hg  ○Hg  ◇ ○Hg  ◇ ○Hg  ― 

優 福島県 00707110459 令和 04 年 12 月 12 日 令和 11 年 12 月 11 日 〇 ○Hg  〇 ◇Hg  〇 〇 〇 〇 ○Hg  ◇Hg  〇 ◇ 〇 ― 

優 三重県 02400110459 令和 05 年 03 月 06 日 令和 12 年 03 月 05 日 〇 ○Hg  〇 ◇Hg  〇 〇 〇 〇 ○Hg  ◇Hg  〇 ◇ 〇 〇 

優 静岡県 02201110459 令和 05 年 03 月 20 日 令和 12 年 03 月 19 日 〇 〇 〇 ◇ 〇 〇 〇 〇 〇 ◇ 〇 ◇ 〇 ― 

 愛知県 02300110459 令和 02 年 07 月 06 日 令和 07 年 07 月 05 日 ○Hg  ○Hg  ○Hg  ◇Hg  〇 〇 〇 ○Hg  ○Hg  ◇Hg  ○Hg  ◇ ○Hg  〇 
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6.5 とちの環エコ製品認定 

認定番号 30-082 認定期間 原料となる循環資源 製品名 

佐野ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 平成 31年 3月 25日～平成 36年 3月 31日 

木製パレット・梱包材等の廃
材（防腐剤不使用のものに限
る）、製材端材、剪定枝等 

木材チップ 

 

認定番号 30-101 認定期間 原料となる循環資源 製品名 

栃木工場 平成 31年 3月 25日～平成 36年 3月 31日 
ｺﾝｸﾘｰﾄ廃材、ｱｽﾌｧﾙﾄ廃材、 
鉱さい 

再生路盤材 

 

認定番号 30-106 認定期間 原料となる循環資源 製品名 

佐野ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 平成 31年 3月 25日～平成 36年 3月 31日 燃え殻、ばいじん 造粒固化品 

 

認定番号 30-123 認定期間 原料となる循環資源 製品名 

佐野ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 平成 31年 3月 25日～平成 36年 3月 31日 

栃木県ﾘｻｲｸﾙ製品認定 
30-101「再生路盤材」、 
栃木県ﾘｻｲｸﾙ製品認定 
30-106「造粒固化品」 

再生路盤材 

 

 

 

 

 

 

 

          再生路盤材 

 

   

                                      木材チップ 

  

                      造粒固化品 
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7．環境経営目標 

 

7.1 環境経営目標値と環境経営計画、主な活動内容 

項目 環境目標値 環境活動計画 主な活動内容 

二
酸
化
炭
素
発
生
量
の
低
減 

二酸化炭素発生量 ※ 

〔基準値〕 

5,801,515 kg-CO2 

令和 3年度 1％削減  

5,743,500 kg-CO2 

令和 4年度 2％削減  

5,685,485 kg-CO2 

令和 5年度 3％削減  

5,627,470 kg-CO2 

重機、車両の燃費改善 

ｱｲﾄﾞﾘﾝｸﾞ時間短縮・ｶﾗふかしｽﾄｯﾌﾟ 

1時間当たりの消費量削減 
（ℓ/時間） 

製造設備・重機の整備

を充実し、重機、車両

の燃費の改善。 

使用電力の効率化 

小まめな消灯・無負荷運転時間短縮 

電力使用量削減 
(対基準年度決定数値比) 

使用電力の効率化。 

水
排
出
量
の

低
減 

上水使用量削減 

〔基準値〕     ：3,339 ㎥ 

令和 3年度 1％削減 ：3,305 ㎥ 

令和 4年度 2％削減 ：3,272 ㎥ 

令和 5年度 3％削減 ：3,238 ㎥ 

無駄な水使用を無くす 

小まめに上水道ストップ 

 上水道使用量削減 
 (対基準年度決定数値比) 

より効率の良い事業

活動を行う事で、無駄

な水使用を無くす。 

廃
棄
物
排
出
量
の

低
減 

コピー用紙の廃棄（購入量） 

〔基準値〕      ：1,206 ㎏ 

令和 3年度 1％削減 ：1,194 ㎏ 

令和 4年度 2％削減 ：1,182 ㎏ 

令和 5年度 3％削減 ：1,170 ㎏ 

紙類の削減 

 コピー用紙の廃棄量削減 

 (毎月購入確認) 

ペーパーレス化の推

進やコピー用紙の裏

紙を使用し、紙類の削

減に努める。 

環
境
に
配
慮
し

た
製
品
の
生
産 

環境に配慮した製品の生産量 

〔基準値〕          ：197,222ｔ 

令和 3年度 1％増加  ：199,194ｔ 

令和 4年度 2％増加  ：201,166ｔ 

令和 5年度 3％増加  ：203,149ｔ 

環境に配慮した製品の生産 

良質な品質を確保し､資源の再利用促進 

生産量増加 
(対基準年度決定数値比) 

良質な品質を確保し、

資源の再利用促進に

努め、環境に配慮した

製品の生産をする。 

地
域
貢
献
活
動
の

推
進 

事業所周辺の清掃 

〔基準値〕    ：8 回 

令和 3年度      ：8 回 

令和 4年度       ：8 回 

令和 5年度       ：8 回 

地域社会へ貢献 

（場内の 5S※活動、事業所周辺の清掃

活動の推進） 

 事業所周辺の清掃 
 (毎月実施確認) 

場内の５Ｓ活動や事

業所周辺の清掃活動

を推進し、地域社会へ

貢献する。 

 

 

 

 

※ 令和 2年度実績値を基準に、事業活動の拡大をふまえた目標値を設定しています。 

※ 二酸化炭素の発生量は環境活動計画の内容（重機、車両の燃料使用量・電力使用量）のみを 

基準値として設定した数値。 

※ ５S：整理、整頓、清掃、清潔、躾 

※ PRTR 制度対象の化学物質の取り扱いは給油所にて販売している石油類のみのため、削減目標は 

ありません。取扱量の把握と適正管理に努めます。 
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8．環境経営目標の実績 

 

8.1 二酸化炭素発生量の低減 ―重機・車両の燃費改善、使用電力の効率化― 

単位 

(kg-CO2) 
基準値 

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

目標 

1％削減 
実績 

目標 

2％削減 
実績 

目標 

3％削減 
実績 

埼京 
71,512 70,797 68,546 70,081  69,367  

(72,247) (71,525) (69,684) (70,802)  (70,080)  

さいたま 
1,577,565 1,561,790 1,580,127 1,546,014  1,530,238  

 (1,608,419) (1,592,335) (1,589,533) (1,576,251)  (1,560,166)  

栃木 
3,577,396 3,541,622 3,837,168 3,505,848  3,470,074  

(3,619,289) (3,583,096) (3,848,654) (3,546,903)  (3,510,710)  

佐野 
469,171 464,479 404,320 459,788  455,096  

(475,233) (470,481) (405,581) (465,728)  (460,976)  

業務 
105,871 104,812 113,546 103,754  102,695  

(164,203) (162,561) (150,512) (160,919)  (159,277)  

全事業所 
5,801,515 5,743,500 6,003,707 5,685,485  5,627,470  

(5,939,391) (5,879,996) (6,063,965) (5,820,601)  (5,761,209)  

※  赤字 は未達成項目 

※  購入電力の排出係数は 0.441kg-CO2/kWh（東京電力㈱ 2019年度値）、0.488kg-CO2/kWh（オリックス

㈱ 2020年 3月期値）、0.731kg-CO2/kWh（エバーグリーン・リテイリング㈱ 2021年度値）を使用 

※  実績値の内、下段の数値は基準値・目標値に定めた項目(重機・車両の燃料使用量、電力使用量)以

外の項目(灯油、航空燃料使用量等)を含む、総エネルギー消費量合計による二酸化炭素発生量 

 

8.2 水使用量の低減 ―上水使用量削減―  

単位 

(㎥) 
基準値 

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

目標 

1％削減 
実績 

目標 

2％削減 
実績 

目標 

3％削減 
実績 

埼京 101 99 112 98  97  

さいたま 162 160 142 158  157  

栃木 ※ ― ― ― ― ― ― ― 

佐野 171 169 138 167  165  

業務 2,905 2,875 3,177 2,846  2,817  

全事業所 3,339 3,305 3,569 3,272  3,238  

※  栃木工場は上水の使用はありません 

※  赤字 は未達成項目 
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8.3 廃棄物排出量の低減 ―コピー用紙の廃棄（購入）量削減― 

単位 

(kg) 
基準値 

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

目標 

1％削減 
実績 

目標 

2％削減 
実績 

目標 

3％削減 
実績 

埼京 28 27 28 27  27  

さいたま 149 148 136 146  145  

栃木 182 180 156 178  177  

佐野 73 72 62 71  70  

業務 773 765 643 757  750  

全事業所 1,206 1,194 1,025 1,182  1,170  

※ 赤字 は未達成項目 

 

8.4 環境に配慮した製品の生産 ―環境に配慮した製品の生産量増加― 

単位 

(ｔ) 
基準値 

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

目標 

1％増加 
実績 

目標 

2％増加 
実績 

目標 

3％増加 
実績 

埼京 13,760 13,898 13,122 14,035  14,173  

さいたま 74,113 74,854 76,286 75,595  76,336  

栃木 52,844 53,372 60,373 53,901  54,429  

佐野 56,505 57,070 45,378 57,635  58,211  

業務 ― ― ― ― ― ― ― 

全事業所 197,222 199,194 195,159 201,166  203,149  

 ※ 赤字 は未達成項目 

※ さいたま は積み替え保管量のみを目標値・実績値に設定しています。 

収集運搬量の全量ではありません。 

 

8.5 地域貢献活動の推進 ―事業所周辺の清掃回数増加― 

単位 

(回) 
基準値 

令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

目標 

基準値維持 
実績 

目標 

基準値維持 
実績 

目標 

基準値維持 
実績 

埼京 8 8 8 8  8  

さいたま 8 8 12 8  8  

栃木 8 8 9 8  8  

佐野 8 8 10 8  8  

業務 8 8 8 8  8  

※ 赤字 は未達成項目 
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8.6 化学物質取扱量 ―化学物質取扱量の把握― 

化学物質の種類 
令和 3年度 令和 4年度 令和 5年度 

実績（ｔ） 実績（ｔ） 実績（ｔ） 

エチルベンゼン 2.18    

キシレン 13.10    

1,2,4,-トリメチルベンゼン 9.66    

1,3,5-トリメチルベンゼン 0.73    

トルエン 23.60    

ノルマルーヘキサン 2.15    

ベンゼン 1.47    

メチルナフタレン 7.32   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                             

                  

                   

 

 

 

                   

                 

 

    

 

 

 

 

 

 

ペーパーレス会議 

節電 

地域貢献活動 

※ PRTR 制度対象の化学物質の取り扱いは給油所にて販売している石油燃料のみのため、削減目標は

ありません。取扱量の把握と、適正管理に努めます。 
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企業による森づくり推進事業に参加しています｡ 

私たちが企業活動を行っている栃木県佐野市は、県の南部に位置してお

り、市の面積 50%が森林で自然豊かな町です｡そこに関東一の山城｢唐沢山

城｣があります｡ 

しかし近年、佐野市の木であり、唐沢山でもかつては見事に自生してい

た松の木が、松くい虫の被害で立ち枯れをおこし､山が荒れ人も入れない

うっそうとした危険な状態になっていました｡ 

地元企業として何かできることはないかと考えた私たちは、栃木県､佐

野市及び唐沢山神社と森づくりに関する協定を平成 29 年 6 月 6 日に締結

し､企業による森づくり推進事業をスタートしました｡ 

県立自然公園内の唐沢山神社所有地で間伐や植栽､下草刈り等を行うこと

で森を蘇らせ､魅力ある明るく安全な里山林づくりに貢献していきます｡                  

                                                 

                                                                            下草刈り実施後に間伐を 

                                                                            行い､松枯れ被害木･林地 

                                                                            残材を片付けます｡    

 

      

【 下草刈り】            【 間伐作業 】 

 

                                                                             ソメイヨシノを植樹しま 

                                                                             した｡令和元年 6 月末時点 

                                                                             で､植樹本数は 210 本にな 

                                                                             ります｡    

 

【 植樹作業 】  

                                                                               

 唐澤山城の石垣を彷彿さ 

                                                                             せる石積みは､山の崩落を 

                                                                    防ぐ効果もあります｡ 

 

 

【 石積施工 】 

                                                                     

                                                                    手探りで始めた森林整備で                                                   

                                                                    すが､無事に桜の花も咲き 

                                                                    ました｡地域の憩の場にな 

                                                                    るよう､活動を続けていき

たいと思いま

す。                                                                                                                                                                  

【 協定調印式 】 

【 全 景 】 
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9．環境経営計画の取組結果とその評価、次年度の取組内容 

 

9.1 環境経営計画の取組結果とその評価 

取り組み項目 取組結果 評価 

1. 二酸化炭素発生

量の低減 
× 

さいたま営業所、栃木工場において計画を達成することができ

なかった。 

さいたま営業所では重機に対するオペレーターの人数の不足か

ら効率的な運転につながらなかった。 

栃木工場では生産部門ではなく、開発部門での重機の使用が多

くなり、目標の達成にいたらなかった。 

両者とも、作業内容についての情報共有を図ることが重要であ

ったケースであり、今後は現場間、現場との連携に注力してほし

い。 

2. 水排出量の低減 × 

埼京改良土センターと業務センターにおいて計画を達成するこ

とができなかった。 

埼京改良土センターでは清掃での使用で、業務センターでは給

油所の洗車での使用で増加となった。 

清掃や洗車も周辺美化のために必要なことではあるが、より効

率的な使用を心がけてほしい。 

3. 廃棄物排出量の

低減 
〇 

埼京改良土センターにおいて削減数値目標を微量に超えてしま

い、達成できなかったが、その他全ての拠点で目標を達成するこ

とができた。 

電子申請の活用など、社内だけでなく対外的な部分にも着目し

て、コピー用紙の使用量の削減に取り組んでほしい。 

4. 環境に配慮した

製品の生産 
× 

埼京改良土センターと佐野リサイクルセンターにおいて計画を

達成することができなかった。 

埼京改良土センターでは、残土の受け入れ量が計画通りの搬入

とならずに月によってばらけてしまった。 

佐野リサイクルセンターでは案件数自体が減少しており、今後

を踏まえた中長期的な視野での計画を考える必要がある。 

5. 地域貢献活動の

推進 
○ 

近隣からの苦情等もなく、良好な関係を築くことができている。

地域と密着した産業であることを理解し、今後も清掃活動を含め、

地元住民とのコミュニケーションを取ってほしい。 

6. PRTR 法対象物質

の適正管理 
○ 

スタンドでは、燃料の適正な保管、日々の仕入れ量・販売量の把

握の他、油面計の計測も行っており異常がないかを適正に管理し

ていた。今後も継続してほしい。 

9.2 次年度の取組内容 

３ヶ年の中期目標を基に各事業所で年次目標を設定し、目標達成に向けアイドリング時間の短縮や 

不要なカラふかしの厳禁など継続的に取り組んでいきます。  
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10．環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果並びに違反、訴訟等の有無 

 

当社に適用される環境関連法規の遵守状況を確認した結果、平成 4 年設立時から現在まで違反はあり

ません。 

 

主な適用法規一覧（○印：法規を遵守している ×印：法規を遵守していない －印：法規が適用されない） 

法規名 全事業所 
埼京改良土

ｾﾝﾀｰ 

さいたま 

営業所 
栃木工場 

佐野 

ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 
業務ｾﾝﾀｰ 

廃棄物処理法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

大気汚染防止法(一般粉じん) ○ ○ ○ ○ ○ － 

騒音規制法・振動規制法 ○ ○ － ○ ○ － 

悪臭防止法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

浄化槽法 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

省エネ法 ○ － － ○ － － 

消防法 ○ 〇 ○ ○ ○ ○ 

 

条例名 全事業所 
埼京改良土

ｾﾝﾀｰ 

さいたま 

営業所 
栃木工場 

佐野 

ﾘｻｲｸﾙｾﾝﾀｰ 
業務ｾﾝﾀｰ 

栃木県公害防止条例 ○ － － ○ ○ － 

埼玉県公害防止条例 ○ ○ － － － － 

さいたま市土砂堆積場例 ○ － ○ － － － 

さいたま市火災予防条例 ○ － ○ － － － 

※ なお、平成 4 年設立以降、関係関連官庁からの指導及び、環境に関する苦情・訴訟等の指摘もあり

ません。 

 

11．代表者による全体評価と見直しの結果 

 

現在の社会では地球温暖化や自然災害の増加、社会格差や人権問題など、多くの解決すべき課題

に直面しています。 

そして、自社ができることを積極的に取り組むことによって、これらの社会問題の解決に貢献す

ることが、社業の発展のためにも求められている段階にきています。 

エコアクション２１は正しく、地球温暖化などの環境問題を解決するために、自社が取り組むこ

とのできる活動の一つです。 

計画を達成できなかった場合でも、何が原因かを明確にし、改善策を考えることが大切です。 

今後もこの社会の課題解決に向けて、従業員全員が主体的に行動していくことを期待します。 

 

株式会社 祥和コーポレーション 

代表取締役 田村 孝男 


